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1989年か ら1995年の 7年間 に 石 川県内で発生 した 自殺例 に つ い て 統計的検討 を行 っ た . 自殺者総数 は13 74例 (男性841
例 , 女性533例)で あり , 年 次別 に み ると177例 か ら221例 の 間を 推移 して お り , 年間平均ほ196例で あ っ た . 季節 で は春 と秋に 多
発する傾向がみ られ , 曜日別 で は月曜に 最も多く 土 ･ 訓曜に は少な か っ た . ま た , 自殺 の 最も多い 年齢層は男女とも50歳代で
あ り, 60歳代 ま で の 全年齢層 で 男性の 自殺者数が女性 を上 回 っ て い た が , 70歳代以降で ほ女性の 方が 多か っ た ･ 自殺 手段 は 男
女とも綻頸 が過半数(男性59.9% , 女性54.0別 を 占め , 次い で 男性で ほ ガ ス (10.9%), 女性 で は 入 水 (21･0%)が 多 か っ た . 自
殺の 場所 は崖 札 特 に 自宅屋内が多く 1 発見者の 多く は 自殺者の 同居家族で あり , 自殺者 の58.2%は 無職者であ っ た . 自殺の
動磯は 病苦 , 精神疾患の 順に 多く , 最近の 不 況を 反映 して経済的理由が漸増す る傾向が み られ た ･ また , 10･2%の 自殺者が過
去に自殺企図歴 を有 して い た . 以上 , 石 川県に お ける 最近7年間の 自殺に 関する統計情報は ∫ 今後 の 自殺予防対策に 有用 な基
礎的資料と な る と考 え られ る .
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自殺の 実態 の 正 確 な把握と そ の 要因の 分析は , 自殺を 未然 に
防 ぐ上 で の 有効な 方策 で あり , 法医社会医学の み な らず臨床医
学的に も非常 に 重要 と思わ れ る. 自殺 に 関 して は従来か ら各都
道府県の 実状 に つ い て 多く の 報告が な され て い る が , 著者 ら が
実務を担当 して い る石 川県 での 詳細 な検討は ょ こ れ ま で の と こ
ろ十分に は 行われ て は い な か っ た . そ こ で 今回 我 々 は 最近 7年
間の 石川県内の 自殺例 に つ い て , 石川県警察本部に 保管 され て
い る ｢変死体発見報告書｣ を対象と し, 年次別 , 月 別 , 年齢層
別 , 手段 , 動機等 に つ い て統計的検討を行 い , 若干の 文献的考
察 を加 えて 石 川県に お け る自殺の 実態と問題点を検討 した .
対象お よび方法
石川県警察本部刑事部捜査第 一 課に 保管 され て い る ｢変死 体
発見報告書｣ を 対象 と して , 1989年(平成元年) 1月か ら1995年
(平成 7年) 12月 ま での 7年間に , 石 川県内で 変死 体 と して 取 り
扱わ れ た4389例か ら自殺例(1374例)を抽出 し, 年次別 , 月別 ,
曜日 別, 年齢層別 , 手段 , 発見場所 , 発 見者 . 地域別 , 職業
別 , 動機, 自殺企 図歴等 に つ い て 集計 し , 統計 的検討を 加 え
た . (な お本資料ほ人 口 動態統計 の 数値と は必 ず しも 一 致 し な
い .)
成 績
Ⅰ . 自殺者数 の年次別推移
自殺者数の 年次別推移 を図 1に 示 した . 1989年 の 2 21例 が 最
も多く , 1990年の 177例が 最も少な か っ た(平均1 96例/年). 性別
内訳ほ男性841例, 女性533例 で あり , 男女比( 以下, 男女比ほ男
性自殺者100 に対す る女性自殺者数と定義す る)ほ63.4で t 全て
平成 8年7月18 日受付 , 平成 8年8月12 日受理
の年次 で 男性自殺者数が女性 の そ れ を上 回 っ て い た .
Ⅰ . 月別自殺者数
図2 に 示 す よ う に月 別 で は 3月 が144例と 最も多く よ 次い で
5月 (1 36例), 1月(130例)の 順 で あ っ た . 逆 に 自殺者数の 少な
い 月 は 2月 (91例), 12月 (91例), 8月(93例) で あ っ た . これ を
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Fig. 1. Suicidal c as edistributio n in Ishika w aPrefectur
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石 川県に おけ る自殺(19 89- 1995年)
少で, 女性ほ 3月 が56例 で 最多, 4月 と12月(共 に33例)が最少
であ っ た .
Ⅲ . 曜日 別自殺者数
曜日別に み た自殺者数を図 3に 示 した . 月曜 日 が2 25例 で 最
も多く , 自殺が少な い の ほ 土 曜日 (172例) と 日曜日 (‡74例) で
あ っ た . 男女比 は 日曜 日が46.2, 土曜 日が56.4 であ り, 月曜 日



































年齢層別に みた 自殺者数を図4 に 示 した . 総数 で は40- 60歳
代 で764例(55･6%)を 占めて お り, 最年少者は13歳, 最高齢者
ほ95歳で あ っ た ･ 15歳以下の 低年齢者自殺ほ 5例み られ , こ の
うち い わ ゆ る ｢い じめ｣ を原因とす る自殺は 1例 で あ っ た . 性
別 で は男女とも50歳代が最も多く , 10- 60歳代ま で は 男性の 自
殺者数が女性 を上 回 っ て お り ∴ 特に 30歳代で は男性が圧倒的に
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Fig･ 2･ Mo nthly a nd s e xdiffere n c ein suicidalc a s edistributio n. 園 , m ale; n, fem ale ;盟, t｡tal.
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Fig･3･ Day
-tO-day a nd se xdiffer e n c ein s uicidalc a s edistri-



























10-19 20-2 9 30-3 9 4 0-4 950-5 960-6 9 70_79 80-8990_99
Age groupbTea rS)
Fig. 4. Age-gr O up a nd se x differ e n c ein s uicidal ca se
distributio n. 固, m ale;E3, fe m ale; 亜, tOtal.
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多か っ た が ( 男女比; 31.4), 70歳代以降で は 逆に 女性が多か っ
た .
Ⅴ . 自殺手段
自殺手段を1 2項目 に 分類 し , そ の 年 次別内訳 を表 1 に 示 し
た . 総数 で ほ 綻頸が792例(57.6% )と 最も多く , 次 い で 入 水



























毒61例 (4･4%) の 順で あ っ た ･ 性別 で み た 場 合 , 男女とも50%
以上が 塩頸 で あ り, 第 2番目 に 多 い 手段 は 男性 で は ガ ス , 女性
でほ 入 水 で あ っ た ･ 碇頸792例 に つ い て は ∴定型的温頸39.1‰
非定型的霜頸6 0.9%で あ っ た .
次に 年齢層 別 に み た 自殺手段 の 割合 を図 5 (男性), 図6 (女
性) に 示 した ･ 男性 ほ10歳代 で 飛 び降 り , 20-50歳代 で ガ ス 自
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Rate ofs uicid alm ethod(%)
Fig･5･ Rate of e a ch s uicidal m ethod of m ale age gro ups. 圃, ha nging; □, dro w ni g; 田, ga Sinhalatio n; 監 , falls: 監.
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Fig ･6･ Rate of e a ch s uicid alm ethod of fe m ale age gr o ubs. 閻, ha nging ;□, dr o w ni g ;園, ga Sinhalatio n; 団, fa11s; 漂,
pois o ning ;[], Othe rs.
石 川県に お ける自殺 (1 989-1 995年)
殺の割合が他 の 年齢層 よ りも高か っ た が , 高齢 に な るに つ れ綻
頭の割合が増加 した ･ 女性 で ほ 入水 の 割合 が い ずれ の 年齢層に
おい て も比較的高 く ∴糧頸は30-40歳代 で そ の 割合が 比較的低
かっ た .
Fig.7. Regio n al diffe re.n c ein the s uicidal ca s e n u mbe r
de alt with by 15 differ ent polic e staio n sin Ishika w a
Prefectu re during t he r e c e nt s e v e nye ars(1 989-1995).
Table l. T he n u mber ofsuicidalc asesby e ach m ethod in1989-1995
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Ⅵ . 発見場所 , 発見者
自殺者の 発見場所 に つ い て は , 発見場所 を屋内( 車内を含
む) と屋外に 区分す ると , 屋 内が869例(63.2%), 屋外が50 5例
(36.8%)で あ っ た . 屋 内で は 自宅屋内が447例 で最も多く ∴堅外
で は 山間部や郊外の 空き地 , 海が比較的多 くみ られ た . 発見者
ほ 自殺者の 同居家族が609例(44.3%)で 最も多く , 次 い で近 隣
者 ･ 通行人 (29.3%), 別居家族 (7.6%) の 順で あ っ た .
Ⅶ . 地域別分類
石川県内居住者が1 254例(91.3%)と大半を占め , 県外居住者
1 14例(8.3%), 住所不 定 また は不 明 は 6例 で あ っ た . 県外居住
者の 内訳は富山｣県19例 , 大阪府1 7例 , 福井県16例 , 東京都 9例
な ど 1 1 都2府21県に 亘 っ て い た . い わ ゆる北陸 3県で1290例
(93.9%) を占め て い た が , 岐阜県ほ 隣接県 で ありな が ら 5例と
少な か っ た .
県内1 5所轄警察署別の 7年間の 自殺取 り扱 い 件数ほ , 県 内最
多 の 人 口 を管轄す る金沢中暑が最も多く , 次 い で 羽 咋署 , 金沢
東署 の 順で あ っ た( 図7). 逆 に 少な か っ た の ほ , 管 轄区域 の人
口 が 比較的少 な い 能都署, 穴水署, 輪島署 , 鶴来署で あ っ た .
しか し , これ を各警察署の 管轄する人 口 1 万 人当た り の 割合で
み た 場合, 鶴来署(52.6), 津幡署(44.7), 珠洲署(23.1)の 順に
多 く ト 逆に そ の 管轄区内に 住宅密集地を含む松任署 (7.2) や,
金沢中署(8. 鋸 , 金沢東署 (9.0) で は 低値で あ っ た .
Ⅶ . 職業別分類
自殺者の 職業を職業別分類
t)に 準 じて 分類 した . 有職者は574
例(41.8%)で あり , 無職者は800例(58.2%)と過半数を越 え て
い た . 有職者の 職業別内訳は技能工 , 製造 ･ 建設 ･ 労務等作業
者181例 , サ ー ビ ス 職業11 3例 , 農林漁業6 9例等 の 順で あ っ た .
特 に 男性 で 技能工 , 製造 ･ 建設 ･ 労務等作業者 が多く み られ た
(1 05例). ま た , 全自殺者の9.7%に 相当する133例 ほ 入 院患者 の
自殺 で あ り, こ の う ち 一 時帰宅中の もの が46例 , 入 院中で あり
な が ら無断外出 して い た もの が1 7例あ っ た .
Ⅸ . 自殺動機
自殺の 動機 を 6 項 H に 分析 し , 年齢層別 の 割合 を図 8 (男
Suicidal
m ethod
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M , m ale;F, 飴m ale.
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性)お よび 図 9 (女性)に 示 した . 自殺動機 ほ年齢 に よ り大きく
異な るが , 総数 で は 精神疾患以外の 病苦が459例 (33.4%)と 最
も多く , 以 下∴ 精神疾患441例 (32.1%), 厭世284例(20.7%),
経済的理 由221例(16.1%) の 順 で あ っ た . 精神疾患 の 内訳ほ鬱
病 ･ 躁鬱病 が220f机 ノ イ ロ ー ゼ 等1 55例 , 精 神分裂病86例 で


























訳を み る と 仁 腰痛や 脳卒中後遺症 , 狭心 症等が大部分を占め,
悪性腫瘍は62例(13･5% )で あ っ た ･ 自分の 病気を 癌と思い 込ん
で 自殺 した 例も12例(2･6%)み られ た ･ 年次別 に み ると
, 病苦
や 精神疾乱 厭世の 割合に 大きな変動ほ み られ な か っ たが , 経
済的理 由が1 991年の 20例(1 0･0%)を最低と し て 近年次第に 上
昇 し, 1 994年ほ45例 (24.9%) に 達 した .
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Rate ofsuici d alm otive(%)
Fig･ 8･ Rate of e a ch s uicidal m otiv e of m ale age gro?pS
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Fig ･9･ Rate of e ach s uicidal m otiv e of fe m ale age gr o ups･ 覇, S uffe ringfr o m Ⅲn e s s;E3, m ental dis｡ ,der; 訝, W e arin e ss of life ;
讃, eC O n O mic pr oble m; 室, prOble min pe rs o n alr elatio n ship □, Other s.
石 川県 に お ける 自殺 (1989- 1995年)
X . 自殺企 図歴
明らか な 自殺企 図歴 を有す る例は14 0例 (10,2%) で あ り , 男
性が77例 , 女性ほ63例 で あ っ た ･ 自殺企 図 の 回 数 は 1 回 が1 05
例(75.0%)で 最も多く , 自殺企図の 回 数が増 え る に つ れ 例数は
減少 し, 回 数が 不 明 の 例を 除 く と 最高 4 回 で あ っ た ･ また ,
140例 の う ち 精神疾患 が関与 した と 考 え ら れ る も の は8 7例
(62.1%) で あり , そ の 内訳ほ鬱病 ･ 躁鬱病42例 , ノ イ ロ ー ゼ 等
28例, 精神分裂病19例 で あ っ た .
考 察
一 般に 自殺は 春先 (3-5月) に 多い と 言われ て お り2ト 4), ま
た】 春と秋(9月-1 1月)の 2峰性の ピ ー ク が 認め られ た とする
報告があるが
軒
, 本調査に お い ても春 と秋 に 2峰性 の ピ ー ク が
認め られ た . こ の 理 由と し て 職場の 異動 ･ 転勤 が 4月と 9月 に
多い こ とや , 自殺と関連性 の 高い 鬱病や精神分裂病 が春 に 多く
発症する こ と な どが考 え られ る
6)T)
. ま た , 自殺と 気象条件 に つ
い て , 江頭 ら8)は 北陸地方で ほ 日照時間 の 少な い 1 月 に 自殺死
亡率が最低に な る と 報告し て い るが , 本調査で ほ 1月 に も比較
的自殺が多く, 江頭 らの 成績 とは 一 致 しな か っ た ,
自殺を曜日 別に 調査 した報告は少な い が , 本調査 で は土 曜と
日曜に 少な く , そ の 傾 向は特に 女性に お い て 顕 著で あ っ た . ま
た, 男女比に 関 して は 昭和50年頃よ り全国的に 明 らか に 低下す
る(女性が減少する) 傾向に あり , jF 成5年に は51.5で あ っ たg).
しか しなが ら, 石 川県 で は今 回 調査 し た 7年間の 平均は6 3. 4
と , 女性 の 自殺者数が な お多 い 傾向が み られ た .
年齢層別 で ほ40…50歳代 の , 特に 男性に 自殺が多 い と され て
い るが10) ‖), 今回 の 調査結果も こ れ と 一 致 して い た . また , 70歳
以上の 自殺者ほ286例 (20.8%) で あ り , 全 国的な傾向に 一 致 し
て その 過 半数は女性 で あ っ た . こ の 理 由の一 つ と し て 女性の 平
均寿命が男性 よ りも長い こ とが 考え られ る . こ の こ と は高齢者
の自殺死 亡 率が 昭和48年度の 老人 医療費公費負担制度 の 開始に
より減少 し12), また , 高齢者に 多い 病苦に よ る自殺が , 医療機
関の 整備が 不 充分な地域に 多発す ると い う 報捏 3)と 軌を 血 に L
て い る
.
い ずれ に せ よ 今後高齢化社会を迎え る こ と は 確実 で あ
り, 老人 の 自殺 予防ほ 重大な社会問題の 山つ で ある .
また , 近年の 社会問題と な っ て い る ｢【い じめ｣ を 明 らかに 原
因とする自殺は 1 例の み で あ っ た が , 吉江I14〉に よ れ ば 小｢い学生
の 自殺は ｢群発自殺〟｣ の 形態 をと る こ と が ある と さ れ , l
~い じ
め｣ の 実態 を1 ｣確に 把 握する こ と が 年少者の 臼殺予防 の一手段
とな るもの と 考え られ る .
自殺手段 は男女とも温頸 がそ の 過 半数を rfiめ , こ の う ち定型
的碇頸が 4割弱と比較的高い 割合を占め た . しか し, 従来か ら
自殺の 手段 と して ほ定型的綻頸 よ り も非定型的温頸 の 方が 圧倒
的に 多い と され て お り , 監察医制度を有す る人阪府に おけ る調
査で は ∴ 定型的拡頸2 7%, 非定型的縦頸73%で あ っ た15). 石 川
県で ほ 法医学の 専門家 が異状死体を検案す る機会ほ さ は ど多く
ほ なく , 鑑頸の 種類に つ い て は必 ず しも実態を 正 確に 反映 して
い ない 恐れ が あ る . 入 水 に 関 して は , 海岸線を 持た な い 地域 で
ほ自殺手段かこ占め る割合が比較的低 い が16), 石川県 で は 地理 的
条件を反映 して 海に 入 水する例が多くみ られ た . ま た近年 , 高
層建築物 の 増加に 伴い , 大阪や 横浜等の 都市部で は飛 び降 り自
殺の 増加 が報告 され て い る が17)- 8), 石 川 県に お い て も自殺手段
の 第4位 を占め , そ の 場所 と して 昭和50年代後半で ほ崖もな お
多くみ られ た が19), 今回 の 我々 の 調査 で ほ大半が建築物 か ら の
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飛び 降 りで あ っ た .
自殺の 動機 と して は 病苦J 精神疾患が多 く , 最近の 報告2d)と
同様の 結果を待 た . 自殺は社会の 経済動向を反映する と言わ れ
て お り
21)
, 年次別に 自殺の 動機 をみ た 場合, 平成 3年 よ り経済
的理由が漸増す る傾向が認め られ た が , これ は い わ ゆ る ｢バ ブ
ル 崩壊｣ の 時期 に は は 一 致 して い た こ と ほ注 目す べ き点と考え
る .
発見場所は屋内が過半数を占め , 特に 自宅箆内に 多くみ られ
た が , こ れ は綻頸の 多く が屋 内で 遂行され た こ とに 基づく もの
と考え られ , これ に 対応 L て 発見者 も同居家族 が最 も多 か っ
た . また , 警察 署別 に み た管轄人 口 1 万人当た りの 自殺発生率
ほ郊外の 鶴来署や津幡署で 高く t 市街部の 警察署 で は 低値を 示
した が , こ れ ほ鶴来地区の 住民の 自殺死 亡率が 高い こ と を意味
す るもの で は な く ▲ 人 口 の 少 ない 山 間部の 地域が自殺場所 と し
て 選択 され る機会が多い こ と を反映 した結果 と思わ れ る . 県外
自殺者の 居住地 は隣接する岐阜県に ほ少 なか っ た が , これ ほ 県
境が 唆 しい 山間部に 位置 し, 石 川 ･ 岐阜 の 両県を 短時間で 直接
往来できる交通手段 が 限られ て い る こ ともそ の 一 因で あろ う.
自殺企図歴 は 約1 割の 自殺者に 認め られ た が , 自殺未遂者数
は既遂老数の 約10倍に 上 ると 推定 されて お り22), 自殺 未遂老 に
対す る精神医学的な ケ ア は自殺予防 上 , 極め て 重要で ある . ま
た , 入 院患者 の 飛び 降りや 病院内F】殺も少な か らず存在 して お
り , 管理_t二, 医療関係者の 充分な注意が求め られ る .
今回 の 調香結果 は 石 川県に おけ る最近 7年間 の 自殺の 実態を
′Jミして お り , 自殺 予防の 観点か ら , 社会医学 の み な らず臨床医
学的に も重要な情報 を提供す るもの と 考え られ る .
結 論
1989年か ら1995年 まで の 7年間に 石 川県内で 発生 した 全自殺
例 に つ い て の 統 計的検討を行 い , 以~~Fの 結果 を得た .
1 . 自殺者総数ほ1374例 (男性841例 , 女性533例) で あり , 年
間 平均196例で あ っ た . 季節別 で は 春と秋 に , 掘糾~l別 で は｣j 曜
に 多発する傾向がみ られ た .
2 . 自殺の 最 も多 い 年齢層は 男女 と も50歳代 で あ り , 40棚60
歳代 で 全【
`
l殺老 の55.6%をIt盲め た . 60歳 代ま で の 全年齢層 で 男




懐 手段 は鮎頸 (57.6%), 入 水 (13.0% ), ガ ス (8.0%),
飛び降 り (7.9%) の 順で あ っ た . 男 女~と も過 ､‡二数が 溢頸 で あ
り , 男性で ほ ガ ス , プ佗び 降り , 女性 で ほ 入水 , ㈹び 降 りが こ れ
に 続 い た .
4 . 自殺の 多 くほ 屋内 ∴特に 臼宅屋内で 遂行 され , 約半数の
自殺者は同居家族に よ っ て 発見 され た . 地域別 に み ると 都市部
郊外 で の 自殺発生率が高く , 自殺者の 約 1割 ほ石 川県外店任者
で あ っ た . また , 自殺者の58.2%ほ 無職で あ っ た .
5 . 自殺の 動機ほ 病苦(33.4%), 精神疾患 (32.1%)の 順 に 多
く , 特に 女性 に お い て精神疾患の 占め る 割合 が高か っ た . ま
た , 最近の 不況 を反映 して か 経済的理由が漸増す る傾向に あ っ
た .
6 . 全自殺者 の9.7%ほ 入院患者の 自殺で あ り , 自殺 者の 約
1割ほ 過去に 自殺企図歴を有 して い た .
以上 の 結果は , 石川県に おけ る最近 7年間の 自殺の 実態を 示
して お り , 自殺予防 の 観点か ら , 社会医学の み な らず臨床医学
的 に も有用な基礎的資料に な るもの と考え られ た .
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駄ey w o rds statistics･S uicide,Ishikaw aPreftcture, POliceinv estlgation, Publichealth
A bstra ct
Suicidal de aths which occ urred in Ishika w aPreftcture 丘o m1989to 1995 w ereinvestigated･ T he n urhber ofsuicidal
deathsduring this period was1 37 4(m ale84 1,fbmale53), a ndra nged fro m17 7to2 2 1in aye ar(the ann u alaverage196).
Ourresultsdisclosedobvio us seaso nala d daily v ariatio nsin the ∝ C urr e n C e Ofsuicide;S uicidal de athtendedto occur m ore
in the spn ng andin the autu m n, a nd the nu mberofsuicides o nSaturday and Sunday was s m allerthanthose o n any other
days･ T he agegroupbetw een 50-59had the highestincide ncein bothm ale a nd ftm ale･ h thel O-69age group,there w a s a
higherinciden ce of m alethan Offe m ale suicides, Whilein the7 0-99agegro up, the opposite w as the case･ In bothse xesthe
most丘●equentSuicid alm ethod w ashanging(m ale59･9% ,ftmale 54･0 %),fbllo w edbyinl1alatio n ofgas c ontaining carbon
m o no xidein m ale(10･9%) andbydrow ningin fbm ale(21･0 %), re SpeCtively･ Ov e r50% ofs uicidesin thepresentstudyhad
bee n c omitted indo ors, e SPeCially atthe suicides
- ow n ho uses, a nd m ost ofthe s uicideswer ethusfbundbya relativeliving
in the s a m ehous e･ Fifty
-eightperCentS Ofsuicideshad no o c upatio n･
uSufft ring 抒o millness
M
wa sthe m ostco m m o n
PerCe ntSmOtive ofsuicide,fbllow ed by m ental dis order･ Re c e n tly, e COn Omicproble m sha vegradu allyincre a sedas a m otive
Ofsuicide, Whichseemedto refl ct the co ntempor aryeC OnOmicdepression･ A mong13 74cases,Pr eVious attempts ofs uicide
W erefbundin 1 40 cases(10.2 %). T hese resultsdem o n stra tethe actualc o nditons ofsuicidesin Ishikaw aPrefbctu re and
PrOVide v ery usefu1a nd fu nda m ental infor m atio nforpre ve ntl g Suicide･
